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（続）治療的媒介としてのバウムテスト
お申込み方法
郵便振込み用紙に　①氏名　②住所　③電話番号　④臨床心理士番号（非会員は職種）　⑤所属機関　⑥研修開催日⑦事例提供の希望の有無をご記入後、研修参加費を振込み下さい。定員超過でご参加頂けない場合のみ、ご連絡致します。定員超過の場合以外での返金は致しません。
振込口座
申込み締切 ： １0月１９日（金）
郵便振替口座番号　： 00830-6-117648
郵便振替加入者名　： 静岡県臨床心理士会
お問い合わせ先
≪静岡県臨床心理士会≫
Tel/Fax : 054-221-7115（火・水・金の午前のみ）
E-mail : ccp-shizuoka@silver.plala.or.jp
電話が繋がらない場合や火・水・金の午前中以外の時間帯は
Mailでお問い合わせ下さい。
バウムテストをはじめとした描画は、アセスメントやコミュニケーションツールとして、重要な治療的媒体となりえます。昨年度大好評だった岸本先生を再びお招きすることができました。描画からクライエントの心理状態を探り、さらに支援に活かす視点を皆様の様々な活動領域で発揮出来たら、心理臨床家としては心強いものですね。今回は描画を用いた事例検討や岸本先生ご専門の緩和医療のお話も拝聴出来る豊富な内容を考えて居ます。皆様からの事例提供を募集致しますので宜しくお願い致します。
研修概要
日　　時：平成30年11月11日（日）
10:00～16:00（開場9:30）
会　　場：静岡県男女共同参画センターあざれあ
５０１会議室 （定員88名）
対　　象：静岡県臨床心理士会会員および対人援助職
（臨床心理士研修ポイントとして申請予定）
参加費：静岡県臨床心理士会会員4,000円
非会員5,000円
その他　：昼食は各自でご用意ください

1991年京都大学医学部卒業。静岡県立総合病院などを経て2004年富山大学保健管理センター助教授。2007年京都大学医学部附属病院准教授。2012年高槻赤十字病院緩和ケア診療科部長。山中康裕氏にユング心理学を学び、緩和ケアを専門とする。
『バウムテスト入門 臨床に活かす「木の絵」の読み方』、『コッホの『バウムテスト「第三版」』を読む』、『臨床バウム 治療的媒体としてのバウムテスト』、『癌と心理療法』『緩和のこころ 癌患者への心理的援助のために』『緩和ケアという物語 正しい説明という暴力』など著書・共著書多数。

講師　岸本寛史　先生
～アセスメントと事例検討＆緩和医療の話他～
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